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研究成果の概要（和文）：

本研究では、複数の産業の相互作用を通じた経営資源の蓄積と利用のダイナミクスを分析し
た。インクジェット・プリンター産業を主たる分析対象とし、デジタル・カメラ産業との相互
作用プロセスや、プリンター本体と消耗品であるインク・カートリッジとの相互作用プロセス
を研究した。産業間の競争的な相互作用が、企業内における経営資源の蓄積と利用に対して与
える影響およびそのメカニズムを明らかにすることで、より広い競争空間における多様な相互
作用を想定した経営戦略論の可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：
In this project, I analyzed the dynamic process of resource accumulation and utilization

through inter-industry interaction. Firstly, I focused on the interaction process of the
inkjet printer industry and the digital camera industry. Secondly, I looked into the
interaction process between actual printer and ink cartridge, which are sub-industries of
inkjet printer industry. This project suggests that it is significant to build a strategy
thinking about a broader competitive field and various interactions in the field.
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１．研究開始当初の背景
本研究を始めるにあたっては、理論的な背

景と現象面での背景という、大きく二つの背
景があった。

（１）理論的背景

研究開始当初に想定した理論的な背景と
しては、経営資源観（Resource-Based View）
の分析視野を空間的に拡張することが挙げ
られる。

とかく一企業内の諸活動に分析の焦点が
定まりがちであった経営資源観については、
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より広い分析視野からのメカニズム解明が
未だ十分に解明されていない重要課題にな
っていたように思われる。もちろんこの点に
ついては、全くの手つかずであったという訳
ではなく、これまで経営戦略論で展開されて
きた先行研究を辿ると、一産業内における競
争プロセスが企業内部における経営資源の
蓄積と利用活動にどのような影響を与える
かが論じられてきた。経営資源の蓄積と利用
のプロセスは、もちろん一企業内における諸
活動を通じて展開されるものだけれども、そ
の諸活動に対して、企業間競争が何らかの重
要な影響を及ぼしているという見方である。
これにより、経営資源観の分析視野の拡張が
徐々に進んできたものと考えられる。

この知見に基づいて、本研究プロジェクト
では、分析視野をさらに広げることを考えた。
具体的に記すと、従来は一産業内での企業間
競争に着目して経営資源の蓄積と利用プロ
セスを分析してきたけれども、分析視野をさ
らに広げ、産業間をまたいで展開される競争
的な相互作用プロセスにまで拡張していく
ことを本研究は着想したのである。これが、
理論的な研究背景である。

（２）現象面での背景
現 象 面 で の 背 景 と し て は 、 ICT

（ Information and Communication
Technology）化による影響を受けながら近年
急速に進みつつある、製品の統合現象が挙げ
られる。スマートフォンのような携帯電話に
よって電話機能や時計機能、さらにはゲーム
機能が統合されたり、事務機器のようにファ
クシミリやコピー機能、さらにはプリンター
機能が統合されたりする事例が近年見られ
る。

複数機能が統合されることにより、それま
で個別の産業としてそれぞれに発展してき
た各種産業が一体化される。すると、例えば
ゲーム企業と携帯電話製造企業のように、こ
れまでは別々の市場で生存し、直接の競争相
手ではなかった企業同士が競争していかな
ければならない場面が増えてくるようにな
る。それは、まさに複数産業をまたいだ競争
が複合化された市場の中で展開されるよう
になってきたことを示している。

こうした近年の経営現象から考えると、そ
れまでの競争戦略論が想定してきた分析空
間をより広くとり、産業間での相互作用プロ
セスにまで戦略思考の射程を広げる必要が
生じてくると思われる。これが、本研究を始
めるにあたって想定した現象面での背景で
ある。

２．研究の目的
この研究の大きな目的は、産業間の相互作

用プロセスに注目しながら、企業内部におけ

る経営資源の蓄積と利用メカニズムを明ら
かにすることである。この目的に沿って、本
研究は、次の３つの問いを分析している。

（１）異なる複数の産業間でいったいどのよ
うな競争的相互作用が展開され、経営資源の
蓄積と利用がどのように進むのか。

この問いでは、産業と産業の間に境界があ
るなかで、その境界をまたいでどのような競
争的相互作用が展開され、どのように経営資
源の蓄積と利用活動が展開していくのかを
分析することを目指している。

（２）異なる複数の産業が統合されるとき、
いったいどのような競争的相互作用が展開
されることになるのか。それによって、経営
資源はどのような展開過程を辿るのか。

この問いでは、産業と産業の間にあったは
ずの境界が次第に流動化して消えていくな
かで、いったいどのような競争的相互作用が
展開され、その相互作用が経営資源の蓄積と
利用にどのような影響を与えるのかを分析
することを目指している。

（３）産業が抱えるサブ産業間で、いったい
どのような競争的相互作用が展開され、それ
が経営資源の蓄積と利用活動にどのような
影響を与えるのか。

この問いでは、大きな産業と産業の間で認
められる相互作用というよりも、一産業内に
属するサブ産業間での相互作用プロセスに
注目し、そこで展開される相互作用が経営資
源の蓄積と利用活動にどのような影響を与
えるのかを分析することを目指している。

以上のように、３つの異なる分析次元を想
定しながら、それぞれ経営資源の発展プロセ
スとの関係を分析することが研究目的であ
る。

３．研究の方法
この研究プロジェクトで採用した研究方

法は、次の３つである。

（１）聞き取り調査に基づく定性調査
分析対象とした産業に属する企業および、

その業界団体関係者への聞き取り調査を行
った。聞き取り調査においては、バイアスを
できる限り排除するため、半構造式面接法を
採用した。

（２）聞き取り調査情報の定量化
聞き取り調査で得られた定性情報を、内容

分析によって整理していくことで、定量化す



ることを試みた。具体的には、産業間相互作
用を把握するために、ある産業が別のどの産
業を意識しながら発言しているのかを整理
し、その関係性を浮かび上がらせようと試み
た。

（３）２次資料の分析
聞き取り調査には、後付けで組み立てられ

たストーリーが伝えられてしまうという問
題がともなう。そうした事後的振り返りによ
るバイアスを回避するため、分析対象事例の
当時の様子を伝える２次資料（新聞記事、雑
誌記事、業界誌記事）を分析した。聞き取り
調査から得られる情報と、当時に発信されて
いた２次資料の情報とを照合させながら、バ
イアスを丁寧に取り除き、より正確な現象理
解に努めるようにした。

４．研究成果
以上の研究背景、研究目的、研究方法に基

づいて遂行された今回の研究では、以下の３
つの成果を挙げることができた。

（１）インクジェット・プリンター産業とデ
ジタル・スチル・カメラ産業との相互作用プ
ロセスに関する研究成果

インクジェット・プリンターの高解像度化
とデジタル・スチル・カメラの高画素化が互
いに進展していく現象を取り上げ、インクジ
ェット・プリンター産業とデジタル・スチ
ル・カメラ産業の相互作用プロセスについて
明らかにした。この研究では、顧客が認知可
能な水準を超えてもなお両製品の精細さが
過剰に高まっていくメカニズムが明らかに
された。この過程で、インクジェット技術が
他産業へ応用可能な程度にまで精細化され、
深化していくことも指摘された。

（２）プリンターの複合化プロセス
デジタル化が進展していく中で、複写機や

プリンターといった事務機器は、ファクシミ
リ機能やスキャニング機能、転送・編集機能
など、実に多様な製品機能を内包するように
なり、複合化が著しく進展した。これは、複
数の産業が統合されるという意味で、一種の
産業間関係の変化である。そこで事務機器の
複合化事例を、既存の伝統的な産業枠組み、
産業の境界線が崩れた事例として分析し、そ
の複合化プロセスについて歴史的な既述を
行うとともに、そのメカニズムを明らかにし
た。主としてプリンター企業側からの複合プ
ロセスを辿り、その複合化プロセスにおける
複数製品間での技術転用と深化も明らかに
した。

（３）インクジェット・プリンター産業内に
おける、プリンター本体と消耗品のインク・

カートリッジとの間で生じたサブ産業間相
互作用プロセス

インクジェット・プリンター産業は、プリ
ンター本体市場とインク消耗品市場のふた
つに大きく細分化される。その間には、プリ
ンター本体と、そこに用いるためのインク消
耗品という相互依存関係がある。しかし、非
純正のインク・カートリッジを製造販売する
企業の新規参入により、純正プリンターと純
正インクとの間にあったはずの相互依存関
係が断ち切られ、純正プリンターメーカーが、
純正インク・カートリッジの販売を通じて利
益を上げることが徐々に難しくなってきて
いる。

そこで、非純正インク・カートリッジを製
造販売する企業の動きも分析視野に入れな
がら、本体産業と消耗品産業との間で生じた
相互作用を歴史的に明らかにした。そのうえ
で、純正消耗品市場が非純正品によって侵食
されていくプロセスを明らかにし、消耗品ビ
ジネスモデルを採用する企業が陥穽に陥る
メカニズムを論じた。
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